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◆ Adobe Creaitiv Cloud ビデオ製品アップデート
説明会（4 月 14 日開催）の資料を紹介する。
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◆�第39回東京国際映画祭：新たなフェスティバル・ディ
レクターを迎え開催！

公益財団法人ユニジャパン（代表理事：松岡宏泰　東宝株式会社代
表取締役社長）は、本日 4 月 14 日（火）に臨時理事会の決議（決
議の省略手続き）により、久松猛朗（ひさまつたけお）がフェスティ
バル・ディレクターとして就任することを承認しました。安藤裕康

（あんどうひろやす）チェアマンは 5 月 31 日付で退任となります。
安藤は 2019 年 7 月にチェアマンとして就任、以降メイン会場の
移転、プログラマーの再編、交流ラウンジ等の国際交流の促進など
数々の改革を推進、東京国際映画祭の躍進に貢献しました。フェス
ティバル・ディレクターとなる久松は 2017 年 3 月から 2021
年 3 月にも同フェスティバル・ディレクターを務めておりました。
なお、安藤はこの度フランス政府より芸術文化勲章オフィシエを授
与され、4 月 15 日（水）に駐日フランス大使による叙勲式が行わ
れます。

「東京から映画の可能性を発信し、多様な世界との交流に貢献する」
というミッションに基づき、新たなフェスティバル・ディレクター
の下で装い新たに、皆様に楽しんで頂けるような映画祭にしていき
たいと思いますので、是非ご期待下さい。

■安藤裕康チェアマン　コメント
7 年間にわたるチェアマン職を通じ、私が取り組んできた課題は４
つありました。
具体的には、①作品と人を通じる国際交流の深化、②社会的課題と
の取り組み、③人材の育成、④開催地元との協力関係の強化、です。
その結果として、観客動員数、予算収入、海外からのゲスト数の増
加などの形で、一定の成果を上げることができたのではないかと
思っています。
しかしながら、東京国際映画祭はまだまだ発展途上にあり、更なる
高みを目指していかなければなりません。新しいリーダーシップの
下で皆様方のご支援、ご協力を賜りますよう、切にお願い申し上げ
る次第です。

■久松猛朗フェスティバル・ディレクター　コメント
この度、5 年ぶりに東京国際映画祭のフェスティバル・ディレクター
を拝命致しました。
この重責を再び担う機会を頂いたことを大変光栄に思います。
前回の在任中は「アートとエンターテインメントの調和」を掲げ、
多様な上映作品とイベントを通して祝祭感溢れる映画祭を目指し、
動員数の増加にも貢献することが出来ました。
現在、政府がコンテンツ産業を重要な成長分野として位置付け、支
援を強化している中、本映画祭もその一翼を担い、映画産業の文化
的価値の深化と商業的発展の双方に貢献していきたいと考えていま
す。
皆様のご支援、ご協力を心よりお願い申し上げます。

＜久松猛朗プロフィール＞
1954 年山口県下関市生ま
れ。78 年松竹株式会社に
入社。宣伝プロデューサー、
映画興行部・番組編成担当
等の勤務を経て 86 年にア
メリカ松竹「リトル東京シ
ネマ」の支配人となる。89
年 に東京へ戻り、興行部次
長に就任。94 年タイムワー
ナーエンターテイメント
ジャパン株式会社に入社し、ワーナーブラザース映画の営業本部長
となる。その後、松竹株式会社に再入社し、2001 年取締役映画
部門＆映像企画部門を担当。03 年に常務取締役に就任する。06 
年株式会社衛星劇場 代表取締役社長を経て、10 年ワーナーエン
ターテイメント・ジャパン株式会社に再入社。ワーナーブラザース
映画副代表となる。2017 年度から 2020 年度まで東京国際映画
祭のフェスティバル・ディレクターを担務。現在はマイウェイムー
ビーズ合同会社代表。
＜第 39 回東京国際映画祭 ／ TIFFCOM 2026　開催概要＞

【第 39 回東京国際映画祭】
開催期間： 2026 年 10 月 26 日（月）～ 11 月 4 日（水）【10 日間】
■主催：公益財団法人ユニジャパン　◇公式サイト：www.tiff-jp.
net

【TIFFCOM 2026】
開催期間： 2026 年 10 月 28 日（水）～ 10 月 30 日（金）【３日間】
■主催：経済産業省、総務省、公益財団法人ユニジャパン　◇公式
サイト：tiffcom.jp
 

【本件に関する問い合わせ（公益財団法人ユニジャパン内）】
東京国際映画祭事務局　プロモーショングループ　
TEL:03-6226-3012　E-mail: tiff-press@tiff-jp.net
TIFFCOM 事務局　E-mail: press@tiffcom.jp　

◆第 39 回東京国際映画祭　作品エントリー開始 !!
【募集期間 :4 月 7 日（火）～ 7 月 7 日（火）】

第39回となる東京国際映画祭を10月26日（月）～11月4日（水）
にて日比谷・有楽町・丸の内・銀座地区にて開催する予定です。本
日より第 39 回東京国際映画祭の作品募集を開始します。
東京国際映画祭ではこれまで様々な部門で世界の第一線で活躍する
監督たちの新作やこれから世界に躍り出るであろう才能あふれる監
督たちの力作を数多く上映してきました。映画祭の顔となる「コン
ペティション」部門については、これまで同様にジャパン・プレミ
ア（日本初上映）を原則とする方針で日本未公開作品を公募します

（ドキュメンタリーとアニメも対象となります）。
「アジアの未来」部門も例年同様日本・中東地域を含めたアジアの

久松猛朗 HISAMATSU Takeo
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新鋭監督の 3 作目までのフレッシュな魅力あふれる長編作品を集
め、作品賞を競う形となります。その他の部門についても確定次第
追って発表致します。
応募詳細は、東京国際映画祭作品応募ページにてご確認ください。
応募ページ：https://www.tiff-jp.net/entry/competition2026/

今年も「東京から映画の可能性を発信し、多様な世界との交流に貢
献する」というミッションの元、世界中から多種多彩な作品を集め、
観客にとっても製作者にとっても、楽しく意義のある映画祭にして
いきたく思っております。
第 39 回東京国際映画祭　作品応募について
＜賞対象部門・賞＞

（1）「コンペティション」部門
映画祭の主要部門として、映画産業の担い手となる有望な映画作家
の活動を支援し、映画芸術の向上と国際文化交流に寄与することを
目的に、2026 年 1 月以降に完成した長編で原則日本未公開の作
品を世界中から公募し、厳正な予備選を経た作品を会期中に上映。
各作品の上映後に招聘したゲスト（作品関係者）による Q&A を行
い、観客との交流の輪を広める。昨年は108の国と地域から1,970
本の応募。
賞：東京グランプリ / 審査委員特別賞 / 最優秀監督賞 / 最優秀女優
賞 / 最優秀男優賞 / 最優秀芸術貢献賞 / 観客賞

（2）「アジアの未来」部門
アジア（日本・中東地域を含む）で作られた新鋭監督の 3 本目ま
での長編作品を対象にした第二コンペティション部門
賞：アジアの未来 作品賞

＜応募期間・エントリー料＞
早期エントリー：2026 年 4 月 7 日（火）～ 5 月 26 日（火）は
3,300 円（税込）
通常エントリー：2026 年 5 月 27 日（水）～ 7 月７日（火）正
午まで 5,500 円（税込）
　　　
締め切りは 2026 年７月７日（火）正午（早期エントリー締切：
2026 年 5 月 26 日）
応 募 に 関 す る 詳 細 は、 応 募 ペ ー ジ（https://www.tiff-jp.net/
entry/competition2026/）をご覧下さい。
 
★作品応募に関するお問い合わせ先：
東京国際映画祭事務局　プログラミンググループ
E-mail：competition2026@tiff-jp.net
★その他お問い合わせ先：
東京国際映画祭事務局　プロモーショングループ　
Tel: 6226-3012 E-mail：tiff-press@tiff-jp.net

Closing Ceremony_©2025 TIFF
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◆ �NHK 放送技術研究所：「空飛ぶロボカメ」と「IP 回
線中継ドローン」を開発

～災害時でも途切れない、高画質な空撮映像と通信エリアの提供を
実現～
NHK 放送技術研究所（技研）は、放送局におけるドローンの活用
範囲を広げるため、ドローン用の無線伝送技術の研究を進めている。
今回、放送事業用の自営無線回線を用いた「空飛ぶロボカメ」と「IP
回線中継ドローン」を開発した。

「空飛ぶロボカメ」は、既設の受信基地局の方向に電波の送信方向
を自動で切り替えることで、空撮映像の安定的な長距離ライブ伝送
を実現した。また、「IP 回線中継ドローン」は、空撮映像だけでなく、
ドローンの監視・制御信号や地上端末との通信も自営回線で伝送可
能とした。
これらの技術により、従来のドローンでは難しかった「長距離かつ
安定した高画質中継」や、自営回線による「空撮映像とドローン操
縦の長距離同時伝送」が可能になる。
【既設の受信基地局に高画質映像を伝送する「空飛ぶロボカメ」】 
～ 8km 先まで届く！ドローンから電波の送信方向を自動制御～
通常、ロボットカメラ（ロボカメ）や取材ヘリコプターで撮影され
たライブ映像の伝送には、FPU（Field Pick-up Unit）と呼ばれる
放送事業者に免許された無線伝送装置が用いられています。今回、
この FPU 送信機をドローンに搭載し、既設の受信基地局に高画質
映像を伝送する「空飛ぶロボカメ」を開発した。
■技術のポイント : アンテナ切替装置

FPU で送信した電波は、放送局の屋上や山頂の鉄塔などに設けら
れた受信基地局で受信します。長距離かつ高画質な映像を伝送する
には、指向性をもったアンテナを使い、受信基地局にアンテナ方向
を制御して電波を送信する必要があります。しかし、取材ヘリコプ

ターなど送信機が移動する場合に用いられているアンテナやアンテ
ナの方向制御機材は大きく、ドローンへの搭載が困難でした。そこ
で、複数の小型アンテナを 360 度全方向に向けて円周上に配置し、
ドローンと受信基地局の位置情報に基づいて電波を送信するアンテ
ナを目的の受信基地局の方向に切り替える「アンテナ切替装置」を
開発しました。正確に電波の送信方向を制御できるようになったこ
とで、長距離でも途切れにくい映像伝送が可能となる。
■実証実験の結果

2025 年 12 月に行った実験では、技研（東京都世田谷区）の敷
地内を飛行するドローンから、約 8 km 離れた NHK 放送センター

（渋谷区）屋上の受信基地局まで、約 40 Mbps の伝送レートで高
画質な 2K 空撮映像を安定して伝送できることを確認しました。実
験の結果から、さらに距離を拡大できる見込みを得ており、今後も
フィールドでのトライアルを重ねていくとしている。
【さまざまな信号をやり取りできる「IP回線中継ドローン」】 
～災害に強い自営回線で、空撮映像の伝送とドローンの操縦を同時
に実現～

「空飛ぶロボカメ」で用いた FPU は送信専用であるため、ドロー
ンから基地局に映像を伝送することは可能ですが、ドローンが基地
局から信号を受信することはできません。そのため、監視・制御に
は一般的なドローンと同様に携帯電話回線などを利用する必要があ
る。
今回、この監視・制御信号も災害時に輻輳しない自営回線で伝送で
きるよう、信号の双方向伝送が可能な「小型双方向 FPU」を開発し、
これをドローンと基地局のそれぞれに設置して IP 回線を構築する

「IP 回線中継ドローン」を開発した。
■技術のポイント : 小型双方向 FPU と IP 化
新開発の「小型双方向 FPU」により、以下のことが自営回線だけ

ドローンの新しい活用例
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で実現できるようになった。
①空撮映像の送信ドローンに搭載されたカメラの映像を IP パケッ
ト化して伝送可能
NHK 放送センター屋上の受信基地局で受信 000 ドローン空撮映
像約 8km ジンバルカメラ FPU 送信機搭載機器用バッテリー「空
飛ぶロボカメ」ドローン実験の様子 000 アンテナ切替装置
②ドローンの監視・制御信号の送受信携帯電話回線が圏外の地域や、
通信が輻輳する災害時でも安定して利用可能
③地上端末への通信中継ドローンに搭載した無線 LAN のアクセス
ポイントにより、地上端末との通信を中継することで、災害などで
通信手段が途絶えた地域にドローンが臨時の IP 回線を提供すると
いった応用も可能
■実証実験の結果
2026 年 3 月に行った実験において、基地局から約 7 km 離れた
ドローンとの間で約 10 Mbps の IP 回線を構築し、ドローンから
基地局への映像伝送と、基地局からドローンの監視・制御を同時に
行えることを確認しました。

■技術のポイント：アンテナ切替装置

FPU で送信した電波は、放送局の屋上や山頂の鉄塔などに設けられた受信基地局で受信します。長距

離かつ高画質な映像を伝送するには、指向性をもったアンテナを使い、受信基地局にアンテナ方向を制御

して電波を送信する必要があります。しかし、取材ヘリコプターなど送信機が移動する場合に用いられて

いるアンテナやアンテナの方向制御機材は大きく、ドローンへの搭載が困難でした。そこで、複数の小型ア

ンテナを360度全方向に向けて円周上に配置し、ドローンと受信基地局の位置情報に基づいて電波を送

信するアンテナを目的の受信基地局の方向に切り替える「アンテナ切替装置」を開発しました。正確に電波

の送信方向を制御できるようになったことで、長距離でも途切れにくい映像伝送が可能となりました。 

■実証実験の結果

2025年12月に行った実験では、技研（東京都世田谷区）の敷地内を飛行するドローンから、約8 km

離れた NHK 放送センター（渋谷区）屋上の受信基地局まで、約 40 Mbps の伝送レートで高画質な 2K

空撮映像を安定して伝送できることを確認しました。実験の結果から、さらに距離を拡大できる見込みを

得ており、今後もフィールドでのトライアルを重ねていきます。 

【さまざまな信号をやり取りできる「IP 回線中継ドローン」】 

～災害に強い自営回線で、空撮映像の伝送とドローンの操縦を同時に実現～ 

「空飛ぶロボカメ」で用いた FPU は送信専用であるため、ドローンから基地局に映像を伝送することは可能で

すが、ドローンが基地局から信号を受信することはできません。そのため、監視・制御には一般的なドローンと同

様に携帯電話回線などを利用する必要があります。 

今回、この監視・制御信号も災害時に輻輳しない自営回線で伝送できるよう、信号の双方向伝送が可能な「小

型双方向FPU」を開発し、これをドローンと基地局のそれぞれに設置してIP回線を構築する「IP回線中継ドロー

ン」を開発しました。

■技術のポイント：小型双方向 FPU と IP 化

新開発の「小型双方向 FPU」により、以下のことが自営回線だけで実現できるようになりました。

① 空撮映像の送信

ドローンに搭載されたカメラの映像を IP パケット化して伝送可能

NHK放送センター屋上の
受信基地局で受信

000

ドローン空撮映像
約8km

ジンバルカメラ

FPU送信機

搭載機器用
バッテリー

「空飛ぶロボカメ」ドローン 実験の様子

000

アンテナ切替装置

② ドローンの監視・制御信号の送受信

携帯電話回線が圏外の地域や、通信が輻輳する災害時でも安定して利用可能

③ 地上端末への通信中継

ドローンに搭載した無線ＬＡＮのアクセスポイントにより、地上端末との通信を中継することで、災害な

どで通信手段が途絶えた地域にドローンが臨時の IP 回線を提供するといった応用も可能

■実証実験の結果

2026 年 3 月に行った実験において、基地局から約 7 km 離れたドローンとの間で約 10 Mbps の IP

回線を構築し、ドローンから基地局への映像伝送と、基地局からドローンの監視・制御を同時に行えること

を確認しました。 

【今後の展望】 

これらの技術は、5 月 28 日（木）～31 日（日）に開催する「技研公開 2026」で展示します。 

今後は、開発した無線伝送技術とドローンを用いて実運用を想定した検証を進め、さらなる性能改善に取り組

んでいきます。視聴者のみなさまへ、より臨場感のある映像や安心・安全を支える情報を提供できるよう、無線伝

送技術の進化を通じて貢献してまいります。 

技研公開 2026 「拓く、支える、これからも」

 開催期間： 5 月 28 日（木）～31 日（日）

午前 10 時０0 分～午後 5 時０0 分（入場は終了 30 分前まで） 

 会   場： NHK 放送技術研究所（東京都世田谷区砧 1 丁目 10-11） 

 入   場： 無料（事前予約不要） 

 ホームページ： https://www.nhk.or.jp/strl/open2026/

ドローンの監視・制御画面
（飛行位置などの監視や自動飛行の制御をFPUで伝送）

無指向性アンテナ
(水平/垂直偏波）

搭載機器用
バッテリー

無線LAN
アクセスポイント

小型双方向FPU

IP回線中継ドローン

ドローン監視・制御端末
（カメラ内蔵)

【今後の展望】
これらの技術は、5月28日（木）～31日（日）に開催する「技
研公開2026」で展示。
今後は、開発した無線伝送技術とドローンを用いて実運用を想定し
た検証を進め、さらなる性能改善に取り組んでいきます。視聴者の
みなさまへ、より臨場感のある映像や安心・安全を支える情報を提
供できるよう、無線伝送技術の進化を通じて貢献してまいります。
技研公開 2026 「拓く、支える、これからも」
●開催期間 : 5 月 28 日（木）～ 31 日（日）
午前 10 時 00 分～午後 5 時 00 分（入場は終了 30 分前まで）
●会 場 : NHK 放送技術研究所（東京都世田谷区砧 1 丁目 10-11）
●入 場 : 無料（事前予約不要）
●ホームページ : https://www.nhk.or.jp/strl/open2026/
ドローンの監視・制御画面（飛行位置などの監視や自動飛行の制御
を FPU で伝送）無指向性アンテナ（水平 / 垂直偏波）搭載機器用バッ
テリー無線 LAN アクセスポイント小型双方向 FPUIP 回線中継ド
ローンドローン監視・制御端末（カメラ内蔵）


